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•材料研究は複数の分野にまたがっており、
データの形式や内容が多種多様

•データに付与するメタデータスキーマの設
計や記述が困難

•複数のデータファイルを、データ⽣成時の
ディレクトリ構造を保ったまま保存・共有
する必要がある

•データ駆動型研究を実現するために、
登録・公開処理の⾃動化が必要

研究の背景
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化学 物理

計算

⼤規模データ
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•これらの課題を解決する⽅法として、RO-Crate に着⽬

•研究データパッケージの規格のひとつ

• Research Object communityによる開発

• 2019年11⽉にバージョン1.0がリリース
◦ 最新バージョンは2021年2⽉リリースの1.1

RO-Crate

https://www.researchobject.org/ro-crate/

https://www.researchobject.org/ro-crate/
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•なんらかの⽂脈を共有する研究データを、
ひとかたまり（パッケージ）として扱う⼿法

•類似の⼿法は、分野や⽤途によって古くから存在する
◦ 科学計算分野のHDF5や、データ交換⽤のBagItなど

◦ Officeファイル (Office Open XML Document) や EPUB も
パッケージの⼀種

• RO-Crateは軽量・汎⽤の研究データパッケージングフォーマットとして
開発

研究データパッケージとは

https://www.hdfgroup.org/
https://datatracker.ietf.org/doc/html/rfc8493
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パッケージの中⾝

root directory:  /

ro-crate-metadata.json
パッケージのメタデータ。 JSON-LD。必須。
データセット⾃体とペイロードについて記述。

{}

ro-crate-preview.html
⼈が参照するためのHTMLファイル。任意。

<>

ro-crate-preview_files/
上記HTML⽤画像等。任意。

ペイロード
研究データ。複数可。

(ZIPファイルでもディレクトリでも可)
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RO-Crateパッケージのイメージ
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•研究プロジェクトのひとつから約1500件の材料データを⽤意
◦ ⽯井ほか、第24回XAFS討論会（⽇本XAFS研究会）

• RO-Crateのデータ登録⽤スクリプトを作成し、上記のデータを
Materials Data Repository の試験環境に登録

• ro-crate-metadata.jsonに、データセット⾃体のメタデータと
材料メタデータを記述
◦ 材料メタデータの記述語彙として、BioschemasとMaterials Schemasを使⽤

データ登録の実施

https://www.jxafs.org/conference/jxafs24/
https://mdr.nims.go.jp/
https://bioschemas.org/
https://pages.nist.gov/material-schema/
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ro-crate-metadata.jsonの各パートの説明（抜粋）

パッケージの情報

試料・対象物質
データセット
全体の情報

実験データ

独⾃メタデータ

材料科学固有の情報
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•研究データ作成時の⽂脈（ディレクトリ構造など）をそのまま保存可能

• RDFによる柔軟なメタデータ記述

• HTMLプレビューファイルで⼈間向けの可読性も確保

•メタデータのファイル名が”ro-crate-metadata.json”固定なので、
アプリケーションでのメタデータ読み取りの実装が容易

•研究コミュニティによるオープンな規格、かつ静的ファイルなので
アーカイブ化・⻑期保存にも有利

RO-Crateのメリット
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•他の研究プロジェクトのデータセットの登録

•材料メタデータの記述の拡充

•研究データ公開ワークフローでの適⽤

今後の展開

https://dice.nims.go.jp/

https://dice.nims.go.jp/

